
総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（１） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

商工会議所と一体となり、市内企業訪問による資金収集活動を実施した。ま

た、市町村振興協会や久留米市から支援をいただくこととなった。 

がん先進医療助成事業について、４人の助成を行った。 

佐賀県、財団等と連携し、博多どんたく、まつり鳥栖パレードに参加するな

ど、ＰＲ活動を推進した。 

自己評価 

治療を開始し、４年が経過し、患者数など当初計画よりも順調に推移してい

る。商工会議所と一体となった資金収集活動は一定の成果があったが、市補

助金の低減につながるように引き続きの活動が必要である。 

下半期へ 

の対応 

商工会議所と一体となった資金収集活動の推進を引き続き行う。 

がん先進医療助成事業については、適切な対応を行う。 

下 

半 

期 

 

取組実績 

商工会議所と一体となり市内企業訪問による資金収集を行うとともに、トッ

プセールスによる企業訪問を行った。 

がん先進医療費助成制度について、ＰＲを行った。 

自己評価 
治療済人数として１２月末現在で５４７人と予定以上の状況である。 

治療費助成制度についても、１月末現在で８人と予定通りの状況である。 

目標値の 

達成状況 

治療済人数や医療費助成人数など予定以上の状況である。 

新鳥栖駅利用数も順調に推移している。 

次年度へ 

の対応 

安定運営に資するべく、関係者との協調を図る。 

治療費助成制度については、適切な運用を図ってまいりたい。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

引き続き商工会議所と一体となった資金収集活動を行うとともに、重粒子線がん治療センター

のＰＲに努めること。 

下半期 

今後とも安定運営に向け関係者との協調を図ること。また治療費助成制度の適切な運用を図る

こと。 

重点事業の概要 〔事業名：重粒子線がん治療センターの事業推進〕 

〔目標値：平成２７年度の新鳥栖駅利用者数 9,590人/日〕 

○誘致した地元自治体として、事業推進、資金収集活動、ＰＲ活動を積極的に推進する。 

○リープロ２「九州をリードするまちづくりプロジェクト」に位置づけられた「地域特性を活かした魅力ある拠点

の形成を図る」ために、重粒子線がん治療センターの事業促進を行うもの。 

事業ごとに１枚 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（２） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

福岡市、久留米市、小郡市、鳥栖市、基山町で組織するグランドクロス広域

連携協議会において、医療資源活用部会を立ち上げ、各市の医療資源の現地

調査などを行っているところである。 

自己評価 
各市の医療資源の現地調査をはじめたところであり、一定の評価はできるも

のと考えている。 

下半期へ 

の対応 

各自治体における医療資源の状況調査やそれぞれの自治体の役割の明確化

などを協議していくことが重要である。 

下 

半 

期 

 

取組実績 
定期的に部会開催がなされており、それぞれが持つ医療資源の現地調査を行

っている。 

自己評価 定期的に部会が開催されており、一定の評価はできる。 

目標値の 

達成状況 
一定の評価はできる。 

次年度へ 

の対応 
部会活動の活発化や新たな展開などに対応できるように協力したい。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

広域連携で取組みができるよう努めること。 

重点事業の概要 〔事業名：メディカルツーリズムの検討〕 

〔目標値：平成２７年度の新鳥栖駅利用者数 9,590人/日〕 

○重粒子線がん治療施設の広域的活用に伴う外来者の観光・保養等の可能性を調査研究する。 

○リープロ２「九州をリードするまちづくりプロジェクト」に位置づけられた「地域特性を活かした魅力ある拠点

の形成を図る」ために、重粒子線がん治療センターを活用したメディカルツーリズムの検討を行うもの。 

事業ごとに１枚 

下半期 

グランドクロス広域連携協議会での医療資源活用部会活動が活発化するよう協力していくこ

と。 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（３） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

１１連携事業のうち、避難者の相互受入協定の締結、スポーツを核とした取

組の共同観戦、婚活支援事業の相互広報活動、職員の合同研修、防犯ﾊﾟﾄﾛｰ

ﾙ、図書館の相互利用が実施に至った。残る事業についても部会を組織し、

協議を重ねているところである。 

自己評価 １１連携事業について、着実な推進を図っているところである。 

下半期へ 

の対応 
１１連携事業の着実な推進を図るとともに、新たな連携事業の検討を行う。 

下 

半 

期 

 

取組実績 

現在実施している事業については、着実に推進した。 

それぞれの自治体において、新たな連携事業についての検討を行っている状

況である。 

自己評価 具体的に新たな連携事業はでてきておらず、評価は低い。 

目標値の 

達成状況 
目標値自体は、昨年度達成しているが、新たな事業はできていない。 

次年度へ 

の対応 
現在行っている事業の継続を行う。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

連携事業について着実な推進を図ること。 

重点事業の概要 〔事業名：鳥栖・三養基地域ビジョン〕 

〔目標値：平成２７年度の連携事業数 11連携事業の具体化（5事業以上）〕 

○リープロ４「広域連携のまちづくりプロジェクト」に位置づけられた「地域間交流・連携の取組」の推進のため

に、平成 24 年度に策定した鳥栖・三養基地域ビジョンに位置付けられた 11の連携事業を着実に推進する。 

事業ごとに１枚 

下半期 

連携事業の着実な実施を行っていくこと。 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（４） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

７月２３日に将来のあり方検討委員会を開催し、今後の委員会の在り方につ

いて協議を行い、新たな連携事業についても検討することとし、これまで協

議を行ったところである。また、サガン鳥栖の共同観戦を実施した。 

自己評価 
新たな連携事業についての検討を行っている段階であり、これといった結果

は残せていない。 

下半期へ 

の対応 
新たな連携事業の検討を鋭意行っていく。 

下 

半 

期 

 

取組実績 各自治体において新たな連携事業について検討することとした。 

自己評価 新たな連携事業について検討できておらず、結果は残せていない。 

目標値の 

達成状況 

既実施連携事業は推進できているが、この地域の将来を描く場の設置につい

ては、できていない。 

次年度へ 

の対応 
この地域の将来について、立ち止まって考える必要がある。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

新たな連携事業について、引き続き検討を行うこと。 

重点事業の概要 〔事業名：将来のあり方検討委員会〕 

〔目標値：平成２７年度の連携事業数 11連携事業の具体化（5事業以上）〕 

○リープロ４「広域連携のまちづくりプロジェクト」に位置づけられた「地域間交流・連携の取組」の推進のため

に、平成 24 年度策定の鳥栖・三養基地域ビジョンに基づき、地域の将来展望等について協議する委員会を設置

し、合併を含めた様々な連携について一定の結論を得ることを目的とする。 

事業ごとに１枚 

下半期 

この地域の将来の在り方について、改めて検討していくこと。 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（５） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

クロスロードビジョンに基づき、事業展開のための各部会の開催、各種勉強

会の実施等について担当者会議、担当課長会議を経て、総会での承認を受け

た。また、クロスロード圏域でのサガン鳥栖の応援宣言に基づき、構成市町

での共同応援を７月２３日に実施した。 

自己評価 今後は、ビジョンに基づき連携事業の推進が課題となる。 

下半期へ 

の対応 
連携事業の実施に向けた十分な検討が必要である。 

下 

半 

期 

 

取組実績 
１１月に人口減少に係るシンポジウムを開催し、約２４０名の参加者があっ

た。 

自己評価 着実に事業の実施ができているものと考えている。 

目標値の 

達成状況 
不定期ではあるが、シンポジウムの開催はできており、一定の評価はできる。 

次年度へ 

の対応 
構成市町と協議を継続しながら、新たな連携事業の検討を行う。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

連携事業の実施に向けた検討を行うこと。 

重点事業の概要 〔事業名：筑後川流域クロスロード協議会〕 

〔目標値：平成２７年度の広域連携事業数 １０事業〕 

○クロスロード圏域の市町が連携し、市民目線、生活レベルに呼応した連携、相互補完を推進する。 

○リープロ４「広域連携のまちづくりプロジェクト」に位置づけられた「広域連携の取組」の推進のために、クロ

スロード協議会の事業推進を図る。 

事業ごとに１枚 

下半期 

引き続き構成市町と協議を図り、新たな連携事業の検討を行っていくこと。 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（６） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

グランドクロス広域連携協議会において、医療資源活用部会を設置し、様々

な医療資源の現地視察を行っている。また、既存の企業部会、観光部会は定

期的に部会の開催を行っている。 

自己評価 新たな部会である医療資源活用部会が進められている。 

下半期へ 

の対応 
それぞれの部会において活動が行われており、そのサポートを行う。 

下 

半 

期 

 

取組実績 

観光部会ではアジア太平洋フェスティバル福岡への出展、企業誘致部会では

東京ビックサイトでの国際物流総合展への出展、医療資源活用部会では医療

資源の現地調査などを行った。 

自己評価 着実な事業実施ができており、評価できるものと考えている。 

目標値の 

達成状況 
全体的に広域連携事業については、評価できるものと考えている。 

次年度へ 

の対応 
構成市町としての責務を果たせるような協力を行っていく。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

各部会で検討されている連携活動について推進を図ること。 

重点事業の概要 〔事業名：グランドクロス広域連携協議会〕 

〔目標値：平成２７年度の広域連携事業数 １０事業〕 

○新幹線開業等の状況変化を加味し、クロスロード圏域と福岡市の更なる連携策の検討を行う。 

○リープロ４「広域連携のまちづくりプロジェクト」に位置づけられた「広域連携の取組」の推進のために、グラ

ンドクロス広域連携協議会の更なる連携策の検討を行う。 

事業ごとに１枚 

下半期 

各部会で活発な議論を行い、責務が果たせるよう連携活動について協力を行っていくこと。 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（７） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 

今年度についても４月に仕事宣言の実施、５月に市長ヒアリングの実施、 

１０月に中間管理ヒアリングを実施予定で進めており、総合計画重点事業の

推進を図っている。 

自己評価 
仕事宣言と第６次総合計画の連携に加え、総合計画を中心に据えた事務事業

の展開の方向性が示せたものと考えている。 

下半期へ 

の対応 

第２四半期の進行管理に合わせヒアリングを実施しＨＰ公開を行い、事業の

円滑な推進を図る。第４四半期の進行管理後にＨＰ公開を行う。 

下 

半 

期 

 

取組実績 
中進行管理での進捗等のヒアリングの実施、その後の市公式ＨＰでの公開な

ど、着実にスケジュールに則って実施した。 

自己評価 スケジュールどおり進めており、評価できる。 

目標値の 

達成状況 
年３回の市公式ＨＰでの公開はできており、目標値は達成している。 

次年度へ 

の対応 
チェック体制を強化し、本取組を継続する。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

引き続き、進行管理の公表に努めること。 

重点事業の概要 〔事業名：部課長の仕事宣言〕 

〔目標値：仕事宣言の公表 年３回〕 

○部課長が当該年度、あるいは今後実施する事業の取組み方針を宣言することで、成果重視の行政運営につなげる。 

○リープロ１１「市民に信頼される市役所プロジェクト」に位置づけられた「成果重視の行政運営の実現」を図る

ため、総合計画リーディングプロジェクトに位置づけられた事業の的確な推進を行なうことを目的とする。 

事業ごとに１枚 

下半期 

仕事宣言の内容を精査し、各課の事業が着実に進捗するよう進行管理を行うこと。 



総合政策課長の仕事宣言！ 進行管理表（８） 

総合政策課長  松 雪  努 

 

 

 

 

時期 項目 内    容 

上 

半 

期 

 

取組実績 行革案件について、その課題解決方策の検討を行っている。 

自己評価 今後、一定の結論を得る準備は行えたものと考えている。 

下半期へ 

の対応 

市民本位で効率的な行政運営を図るため、常に行政のあり方についての検討

を行い、その中で新たな行政改革の検討を行うことが基本であり、現在着手

している案件について、一定の方向性を導き出したい。 

下 

半 

期 

 

取組実績 
検討中の案件については、更なる検討が必要であり、いましばらくの時間が

必要である。 

自己評価 
課題解決のための検討を行っている最中であり、結果はできていないので、

評価は低い。 

目標値の 

達成状況 
最新調査結果は、平成２５年度の７９位である。 

次年度へ 

の対応 

来年度は、２年に一回の調査年であり、更なる上位を目指して、行政の在り

方について検討を引き続き行っていく。 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期 

常に行政のあり方についての検討を行い、課題解決に向けて関係各課と連携を図ること。 

重点事業の概要 〔事業名：行政改革の推進〕 

〔目標値：行政改革ランキング１７３位以内〕 

○学校給食のあり方など、市政運営上の需要課題である懸案事項の集中的な検討、方向付けを行う。 

○リープロ１１「市民に信頼される市役所プロジェクト」に位置づけられた「行政改革」を進めるに当たっては、

市民本意の行政運営の実現を図るため、その時々の社会経済情勢に応じた取組みを進める。 

事業ごとに１枚 

下半期 

全庁的に効率的な行政運営が図れるよう関係各課と連携し、検討を行っていくこと。 


